
Jpn. J. Histor. Bot. 植生史研究　第 20巻　第 2号 2011年 9月

©2011 Japanese Association of Historical Botany

写真 1　梵淨山の標高 1850 mのテリハブナと常緑広葉樹の混交林．テリハブナは樹高 20～ 25 mで常緑広葉樹よりも樹
冠が広く突出している．常緑広葉樹はアラカシを含むコナラ属アカガシ亜属Quercus subgen. Cyclobalanopsis，スダジイ属
Castanopsis，マテバシイ属 Lithocarpusが優占する．

巻頭写真　貴州省東北部梵淨山のテリハブナとナガエブナの優占林
Forests dominated by Fagus lucida and Fagus longipetiolata on Mt. Fanjing, northeastern Guizhou, 
China

中国南部の揚子江中・下流域を中心に，北は秦嶺山脈，南は南嶺山脈から雲南省南東部までの山地域には，ブナ属が優
占する林が分布している（楊，1999）。このうち，貴州省東北部の武稜山区南部に位置する梵淨山には，テリハブナ Fagus 
lucidaとナガエブナ Fagus longipetiolataが優占する林が分布する（楊，1999；汪ほか，2005）。梵淨山は，鳳凰頂（標
高 2572 m）と老金頂（標高 2474 m）を中心とする自然保護区であり，自然林が広域にわたって残存している。自然保護
区の入口から標高 920 mのロープウェイ駅まではマイクロバスが運行し，そこから老金頂まで石段の登山道がある。ロー
プウェイでは標高 2100 mまで登ることができ，梵淨山を訪れた 2010年 11月 3日は紅葉の時期で，ロープウェイから眺
めるブナ属の紅葉と常緑広葉樹の緑のコントラストが見事だった（写真 1）。
ナガエブナ（写真 2）は登山道付近では標高約 900 mから 1500 mまで分布し，落葉高木のササフラス Sassafras 

tzumu，フウ属 Liquidambarやクスノキ科，ブナ科，ツバキ科の常緑高木と混生していた。標高 1200 mから 1700 mま
での尾根筋や急斜面では針葉樹のコウヨウザンCunninghamia lanceolataが多く，標高 1200 mから 1350 mにかけて
の尾根筋にはツガ属 Tsuga longibracteataが分布していた（写真 3）。テリハブナ（写真 4）は標高約 1300 mから出現
しはじめ，標高 1500 mから 1900 m付近までは高木層で優占していた（写真 1, 5）。登山道沿いでのテリハブナの分布
上限は標高 2039 mで，胸高直径 35 cm，樹高 9 mのテリハブナがアラカシQuercus glauca，カバノキ属 Betula，カエ
デ属 Acer，ナナカマド属 Sorbus，イヌガヤ属Cephalotaxus と高木層を構成し，低木層はツバキ属Camelliaとササ類が
優占してシキミ属 Illicium，モチノキ属 Ilex，ヒイラギナンテン属Mahoniaを含む。標高 2100 mから 2200 mの植生は，
樹高 4 m程度の低木林から構成され，常緑樹のハマビワ属 Litsea，ネズミモチ属 Ligustrum，ハイノキ属 Symplocosと，
落葉樹のニシキギ属 Euonymus，ガマズミ属Viburnum，タニウツギ属Weigelaが混生していた。常緑樹と落葉樹の混交
林が標高 900 mから 2200 mまで連続し，標高による相観の変化が明瞭な日本の植生に慣れていると奇異に感じられた。
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写真 5　テリハブナ林の側面観（標高 1800 m）．樹高 20 m，胸高直径 60 cm
程度のものが多く，単幹で，樹皮には日本のブナのように地衣類や蘚苔類がモザ
イク状に付着している．

写真 4　テリハブナの殻斗と果実（標高
1650 m）．殻斗表面の鱗片は刺状に突出
する．

写真 3　Tsuga longibracteata（左上）とナガエブナ（右）の林（標高 1300 m）．写真 2　ナガエブナの殻斗（標高 1250 m）．

テリハブナ，ナガエブナとも葉に鋸歯があり，日本の新第三紀から中期更新世にかけて産出するブナ属化石に葉の形態が
似る。梵淨山には新第三紀の日本に分布していた植物の種類も多い。この地域の植生とその環境を調べることは，新第三
紀の日本の古植生や古環境を解明する手がかりとなる。
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